
（1）僅⑩西勉餅

墓園彊彊臨
発行所　福岡県遠賀郡遠賀町役場　　編集　庶務課庶務係　　印　刷　冷寧日印刷合資会社

開門閏敬三溝田電路藍望 聞、顎醗酵縫攣／ 

」∴「 

胆－一一鞠刷清ま

「ママがんばって．′」（菜摘膵　藷藷恕光三会）
健康づくりの一環として、昨年から始められた、町内婦人会のビーチボールバレー大会。

肥満防止にも一役かって大好評です。

＊　4　月　の税金＊

固定資産税　（1期分）
納期限　4月鮪日（月）まで

軽自動車税
納期限　4月25日伯）まで

難
鶏
〇
回
電
蕩



第311号　　　　　　　　　　　　　食の鍔の釘（2）

県知事・県議会議員選挙冨4月10日（日）

選ぶ目が生きて伸びゆく地方自治

思　い　や　り　　ゆ　す　る　心　で　　防　ぐ　事　故

◇運転者に対す　る　も　の◇

声
　
明

第
m
回
統
一
地
方
選
挙
が
い
よ
い

よ
目
前
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
今
回
の
選
挙
は
、
地
方
の

行
財
政
を
と
り
ま
く
厳
し
い
環
魂
の

中
で
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治
の
あ

り
方
を
方
向
づ
け
る
の
み
な
ら
ず
、

国
全
体
の
動
向
に
も
大
き
な
影
蟹
を

与
え
ろ
忠
義
深
い
選
挙
で
す
。

明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
の
実
現
は

今
日
の
国
民
的
課
題
で
あ
り
、
地
方

選
挙
は
身
近
な
選
挙
で
あ
る
だ
け

に
、
そ
の
投
票
が
情
実
に
流
さ
れ
や

す
い
こ
と
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

買
収
・
供
応
な
ど
の
悪
質
な
選
挙

犯
罪
は
も
と
よ
り
郵
前
運
動
そ
の
他

の
選
挙
避
反
を
一
掃
し
、
明
る
く
き

れ
い
な
選
挙
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
政

党
・
候
補
者
お
よ
び
選
挙
通
勤
関
係

者
に
対
し
、
選
挙
の
ル
ー
ル
を
厳
守

さ
れ
ろ
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

ま
た
、
有
櫛
者
の
み
な
さ
ん
も
、

そ
の
一
票
の
重
み
を
十
分
認
識
さ

れ
、
候
補
者
の
政
策
・
政
見
を
よ
く

み
き
わ
め
、
自
主
的
な
判
断
の
も
と

に
良
舐
あ
る
行
動
を
と
ら
れ
る
よ

う
、
切
望
し
ま
す
。

以
上
声
明
し
ま
す
。

昭
和
5
0
年
3
月
5
日

選
挙
を
き
れ
い
に
す
る

国
民
運
動
福
岡
県
本
部



ao鍔め餅　　　　　　　　　　　　　　第311号（3）

薄的抽滴
・8∴∴∴a

＄∴∴∴蚤

巷国富
鴫∴∴∴蚤
・8∴∴∴8・
・8∴∴i打

電民害
や∴∴∴奮
略∴∴∴奮
・＄∴∴∴a

老年害
毒∴∴∴争
一g∴∴∴缶

鴫∴∴∴a

電金害
竜∴∴∴奮
電∴∴∴缶
邦即四時

た　し　か　め　て　　渡　る　あ　な　た　が　子　の　手　本
◇歩行者、自転車、乗用車iこ対するもの◇

勤
め
を
や
め
た
人
は
、

す
ぐ
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

有

利

で

便

利

な

保
険
料
前
納
の
お
す
す
め

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
定
額
保
険
料
と
付
加
保
険
料
と
が
あ
り
ま
す

が
、
い
ず
れ
も
4
月
分
か
ら
翌
年
3
月
分
ま
で
の
一
年
分
を
ま
と
め
て
前

納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
来
月
か
ら
新
し
い
年
度
が
始
ま
り
ま
す
。
こ

の
機
会
に
保
険
料
の
一
年
前
納
を
お
す
ず
め
し
ま
す
。

前
納
は
有
利
で
す

保
険
料
を
一
年
分
前
納
す
る
と
、
次

の
よ
う
に
年
五
分
五
回
の
利
率
に
よ
る

複
利
現
価
法
で
割
り
引
き
さ
れ
た
金
額

と
な
る
の
で
大
変
お
得
で
す
。

◎
定
額
保
険
料
を
毎
月
納
め
た
場
合

一
年
間
　
六
万
九
千
九
百
六
十
円

◎
4
月
に
一
年
分
前
納
し
た
場
合

公
的
年
金
と
佃
人
年
金
の
ち
が
い

一
年
間
　
六
万
八
千
二
百
七
十
円

◎
割
り
引
き
金
額
　
千
六
百
九
十
円

◎
附
加
保
険
料
を
毎
月
納
め
た
揚
合

一
年
間
　
四
千
八
百
円

◎
4
月
に
一
年
分
前
納
し
た
場
合

一
年
間
　
四
千
六
百
八
十
円

◎
割
り
引
き
金
額
　
百
二
十
円

前
納
は
便
利
で
す

国
民
年
金
保
険
料
を
月
々
、
ま
た
は

年
何
回
か
に
分
け
て
納
付
す
る
面
倒
や

手
間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
特
に
留
守
が

ち
の
人
は
便
利
で
す
。

納
め
忘
れ
が
妨
げ
ま
す

つ
い
う
っ
か
り
の
納
め
忘
れ
が
な
く

万
一
の
と
き
の
障
害
、
母
子
な
ど
の
年

金
や
、
将
来
の
老
齢
年
金
を
受
け
ろ
権

利
が
守
ら
れ
る
の
で
安
心
で
す
。

現
在
わ
が
国
は
、
誰
も
が
い
ず
れ
か

の
年
金
制
度
に
加
入
し
、
老
後
の
生
活

を
年
金
で
守
ろ
う
と
い
う
皆
年
金
の
時

代
で
す
。
も
し
勤
め
を
や
め
て
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
の
加
入
者
で
な
く
な
っ

た
と
き
、
そ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
年

金
制
度
で
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け

る
た
め
の
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な

い
人
は
、
勤
め
を
や
め
た
と
さ
か
ら
国

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
（
2
0
歳
か
ら
5
0
歳
ま
で
）
。
こ
の
場

合
配
隠
者
も
同
時
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
勤
め
を
や
め
た
と
き
に
老
齢

（
退
職
）
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格

期
間
を
満
た
し
て
い
る
人
や
、
そ
の
配

偶
者
は
国
民
年
金
の
任
慈
加
入
と
な
り

ま
す
。
勤
め
を
や
め
た
後
、
国
民
年
金

に
加
入
し
な
い
と
せ
っ
か
く
そ
れ
ま
で

香
　
典
　
返
　
し

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉

随
悲
会
に
ご
萄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
竹
森
　
繋
男
様

に
な
り
ま
す
。

（鬼　津）

故
描
水
　
足
江
様

（広∴波）

故
井
口
　
　
男
様

竹
森
ツ
ル
ヨ
様

植
木
　
忍
様

○

。

各

年

金

制

度

の

加

入

期

間

は

つ
　
な
ぎ
合
わ
さ
れ
ま
す
　
o
O

（
避
賀
川
）
井
目
∴
満
親

政
弥
永
　
小
次
郎
様

料
完
納

点
は
な
ん
で
も
相
談

こ
の
よ
う
に
、
国
民
年
金
に
加
入
手

続
き
を
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
加
入
し
て

い
た
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
期
間
と

国
民
年
金
の
加
入
期
間
（
保
険
料
を
滞

納
し
た
期
間
を
除
く
）
は
つ
な
ぎ
合
わ

さ
れ
、
そ
の
合
算
し
た
期
間
が
二
十
五

年
（
昭
和
5
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
は
昭
和
3
6
年
4
月
以
降
の
期
間

が
十
年
か
ら
二
十
四
年
に
短
縮
さ
れ

る
）
以
上
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
金

制
度
か
ら
そ
の
加
入
期
間
に
応
じ
た
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
肝
心
な
こ
と
は

加
入
期
間
の
な
い
空
白
の
期
間
が
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

将
来
の
年
金
を
確
実
な
も
の
に
し
、

豊
か
に
老
後
の
生
活
設
計
を
築
く
た
め

勤
め
を
や
め
た
ら
必
ら
ず
役
場
年
金
係

で
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

な
く
加
入

（別　府）

故
坂
上
　
正
明
様

（広　漠）

故
池
田
　
次
平
様

（浅　木）

弥
永
一
夫
様

坂
上
シ
ノ
ブ
様

池
田
　
逸
機

故
永
田
　
チ
ト
嫌

（
新
　
町
）
永
田
憑
一
様

図

書

の

寄

贈

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

中
村
千
恵
美
様
（
新
　
町
）

原
田
　
季
∴
桜
（
老
　
良
）

片
山
　
武
司
楼
（
木
　
守
）

民
俗
資
料
館
へ

o
自
費
出
版
物

中
原
三
十
四
様
（
木
　
守
）



第311号　　　　　　　　　　　　　　　℡館筋の釘（4）

戸籍手数料が

改正されます

昭和58年4月1日から表のように
手教科が改正されます。

変更前 �蛮更後 
声霜の謄本、抄本 ��200 �300 

除籍の謄本、抄本 ��300 �500 

戸籍記載事項 �明 �100 �200 

除籍記載事項 �正明 �200 �300 

100 �200 

よい子のみなさんへ

児童図書室デース

4月1日（金）から、児登園密室の開館日

と時間が変わりますう。まちかえはし、よう（こ

ネ。

＞開館日時。火曜日一七地目　9時－17時

。日㈱日　　　　　9時－12時

月曜日と祝日は、お休みです。

選　ぶ　目　が　　生　き　て　伸　び　ゆ　く　　地　方　自　治
－燥知事・県議会議員選挙啓発標霹－

昭
和
5
0
年
度
寿
大
学
受
講
者
募
集

▽
開
設
日
時
　
昭
和
弱
年
4
月
～
昭
和

粥
年
3
月
ま
で
の
毎
月
第

三
木
寵
日
　
1
0
時
～
1
5
時

∇
揚
∴
所
　
中
央
公
民
館

▽
対
　
象
　
町
内
在
住
の
老
人

▽
募
集
人
員
∴
音
名
　
（
過
去
受
請
託
も

可）

▽
学
習
内
容

。
1
0
時
～
1
2
時

一
般
教
護
コ
ー
ス
　
（
全
は
）
＝
人

権
学
習
・
健
康
管
理
・
政
治
箸

習
・
瑞
相
衛
生
・
福
祉
制
度
・

時
事
問
題
・
家
庭
教
育
・
社
会

参
加
等

。
1
3
時
～
1
5
時

選
択
コ
ー
ス

イ
歌
謡
曲
コ
ー
ス
　
（
四
十
雀
）

ロ
園
芸
コ
ー
ス
　
（
三
十
名
）

ハ
蕾
通
コ
ー
ス
　
（
三
十
名
）

∇
申
込
締
切
日
　
4
月
1
0
日

▽
申
込
先
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
激

語
（
2
9
3
）
　
1
3
5
5

町
営
新
町
駐
車
場
を

ご
利
用
の
み
な
さ
ん
へ

的
営
新
町
駐
車
場
の
月
ぎ
め
配
車
場

を
ご
利
用
の
み
な
さ
ん
は
、
昭
和
5
7
年

度
分
の
契
約
が
3
月
3
1
日
で
き
れ
ま

す。
継
続
し
て
、
聞
知
躯
年
度
利
用
さ
れ

る
人
は
、
契
約
（
昭
和
5
8
年
4
月
1
日

～
昭
和
5
0
年
3
月
3
1
日
）
の
更
新
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
受
付
期
間
　
肥
和
的
年
4
月
1
日
－

4
月
1
5
日

▽
受
付
勘
所
　
役
場
財
務
課
窓
口

▽
聯
行
届
　
印
鑑

▽
使
用
料
　
月
二
千
円

な
お
、
納
付
蓮
は
更
新
の
と
き
に
お

渡
し
し
ま
す
。

◇

献

血

あ

り

が

と

う

◇

3
月
9
日
実
施
し
ま
し
た
献
血
に

は
、
多
数
の
参
加
を
い
た
だ
き
輝
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

o
献
血
参
加
者
　
一
五
五
名

。
採
　
血
　
者
　
一
二
六
名

。
不
　
適
∴
者
　
　
　
二
九
名

次
回
の
献
血
は
、
6
月
1
0
日
（
金
）
　
軍
費
は
、
献
血
5
6
回
目
の

役
甥
的
ほ
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。
　
　
　
　
　
　
別
府
の
山
中
圭
介
さ
ん
。

勤
労
者
体
育
セ
　
ン
　
タ
ー

申
込
み
の
陳
の
窓
口
が
変
わ
り
ま
す

今
ま
で
は
、
中
央
公
民
館
内
の
教
育
　
ま
し
た
が
、
4
月
I
H
か
ら
、
勤
労
者
休

委
員
会
窓
口
で
画
定
受
付
け
を
し
て
い
　
育
セ
／
ク
ー
の
窓
口
に
変
わ
り
ま
す
。

－
！
…
I
I
．
…
1
－
…
－
！
…
－
！
…
I
I
…
∴
∴
聯
鮨
時
間
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

体
育
セ
ン
タ
ー
、
ト
レ
ー
ー
一
ン
グ
室

を
除
く
）

o
火
側
H
T
（
士
聞
‖

8
時
3
0
分
－
2
1
時

o
日
曜
日

8
時
0
0
分
」
1
7
時

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
婁

o
火
離
日
－
上
聞
〓

1
3
時
～
2
1
時

。
口
硯
日8

時
5
0
分
－
1
7
時



（5）℡e西の釘　　　　　　　　　　　　　　　第311号

島田lii橋が広一くなりました
i目　　停　　区

このほど、旧倍の畠田川桶のかけ替え工事が終あり、3月13日橋

の開通式が行われました。

以前の橋は、80年以上も前にできたもので草道が狭く旧停区の悩
みでしたが、新しい橋は車道が4mあり、車の通行もスムーズにで

きるようにをりました。

旧停区長の横沢忠言さんは、「橋が広くなり、車も歩行者も安全

に通れるようになりました。区民みんをで大事にしたいです。」と

話していました。

墜三豊「∴－‥

「ゲートボールコートが

4面とれますバイ」
浅木の西Iii公園

このほど、浅水内科病院裏の西川河Iii教をう

め立てた、約7，500品の西川公園が完成。3月9

日、町内の老人会のみなさんがゲートボールで

汗を流しました。

「フイルムをきらないように…」

1飢m映写機操作技術講習会

3月12日、13日の二日間、中央公民館で、子

供会や公民館関係者約40名が出席して1飢m映写
機の操作技術諮習合が行あれました。

よ　い　政　治　　そ　れ　は　あ　な　た　の　　選　び　方

健
康
ク
イ
ズ
に
答
え
て

3
月
5
日
、
中
央
公
民
館
で
約
四
百

五
十
人
の
参
加
の
も
と
、
「
第
五
回
遠

賀
町
民
健
康
づ
く
り
推
進
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

動
脈
硬
化
と
成
人
病
に
つ
い
て
の
映

画
や
、
食
生
活
改
善
推
進
会
の
松
尾
幸

子
さ
ん
、
島
門
小
学
校
の
賀
田
秀
幸
先

生
、
婦
人
会
副
会
長
の
金
峰
カ
ズ
エ
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
会
や
学
校
で
の
活
動

報
告
、
ま
た
、
「
小
・
中
学
生
を
含
め

た
す
べ
て
の
人
達
に
聞
い
て
い
た
だ
き

た
い
よ
う
な
お
話
し
で
し
た
」
と
大
変

好
評
だ
っ
た
、
北
九
州
市
レ
ク
協
会
の

飛
鷹
照
和
先
生
の
体
験
談
が
あ
り
ま
し

た。

こ
の
ほ
か
、
食
生
活
改
善
推
進
会
に

よ
る
貧
血
予
防
料
理
の
試
食
や
肥
満
予

防
の
一
日
食
事
量
の
展
示
、
健
康
ク
イ

ズ
等
の
楽
し
い
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
さ
れ
、

緑
黄
色
野
菜
等
の
種
子
（
ち
し
ゃ
・
ミ

ニ
人
参
・
茸
し
そ
・
ミ
ニ
ト
マ
ト
）
や

栽
培
と
料
理
の
本
の
無
料
配
付
も
あ
り

ま
し
た
。

「
健
康
に
感
謝
／
」

第
五
回
遠
賀
町
民
健
康
づ
く
り
推
進
大
会
開
か
れ
る



第311号　　　　　　　　　　　　　　虚の筋の飢（6）

「
将
来
の
芥
川
賞
も
夢
じ
ゃ
な
い
m
L

I
）
浅
木
小
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
多
数
入
選
I
I
・

こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
た
「
福
岡
県
燵
協

の
共
済
小
中
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
お
い
て
、
浅
木
小
学
校
は
、
最
優
秀

賞
、
優
秀
賞
に
そ
れ
ぞ
れ
一
名
づ
つ
、

入
選
に
二
十
ヒ
名
、
そ
し
て
学
校
優
秀

賞
も
受
賞
し
、
県
内
各
学
校
か
ら
注
目

を
浴
び
て
い
ま
す
。

○
最
優
秀
賞

一
年
∴
森
由
紀
子
ち
ゃ
ん

「
エ
ビ
む
き
L

O
優
秀
賞

二
年
　
稀
司
撃
繊
ち
ゃ
ん

「
た
け
う
ま
あ
そ
び
L

O
入
選

校
内
二
十
七
名

○
学
校
優
秀
賞

「
本
番
ス
タ
ー
ト
／
L

I
N
H
K
が
広
渡
小
学
校
を
飯
村
　
－

3
月
1
6
日
（
水
）
の
朝
、
1
時
0
0
分

か
ら
N
H
K
総
合
テ
レ
ビ
「
話
題
の
憑
」

で
広
漠
小
学
校
を
取
材
し
た
，
心
と
か

ら
だ
の
健
醸
づ
く
り
〟
　
の
放
送
が
あ
り

ま
し
た
。

こ
の
放
送
に
先
だ
っ
て
、
3
月
9
日

的
日
の
二
日
間
録
画
撮
り
が
行
わ
れ
、

同
校
児
童
生
徒
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
カ

メ
ラ
の
前
で
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。

・
姿
勢
を
正

ふ
ん
L
a
し
っ
∴
購
　
　
　
こ
ん
は
人

民
主
主
義
の
根
本
を
な
す
も
の
は
、

差
別
を
許
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

い
ま
、
日
本
の
社
会
で
民
主
主
艶
を

み
と
め
な
い
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。

自
分
の
讃
任
で
な
い
理
由
に
よ
っ
て

社
会
的
に
不
利
益
を
う
け
た
り
、
苫
揃

を
し
い
ら
れ
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
を

ひ
と
つ
ひ
と
つ
な
く
し
て
い
く
こ
と
こ

そ
、
民
主
主
強
の
出
発
点
と
い
え
ま
し

ょ
う
。
別
の
い
い
か
た
を
す
る
と
、
大

鶴
尊
重
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

こ
れ
が
、
民
主
主
義
の
中
で
一
番
大
切

な
基
本
に
な
る
の
で
す
。
荻
別
の
最
も

集
中
化
さ
れ
た
同
和
問
題
が
、
い
ま
も

残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
民
主
主

義
が
空
文
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
私
た
ら
が
典
の
民
主
主
義
を
願
う

な
ら
こ
の
同
和
問
題
を
自
分
の
も
の
と

し
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す

I
l
ん
C
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ん
l
ト
で
’

「
健
康
で
、
し
っ
か
り
勉
強
し
た
い
。

講
堂
す
る
仕
事
に
つ
い
て
、
好
き
な
人

と
結
婚
し
て
、
幸
せ
な
家
庭
を
つ
く
り

た
い
。
」
と
い
う
こ
と
は
、
誰
も
か
も
っ

て
い
る
共
通
の
願
い
で
し
ょ
う
。
し
か

さ
4
9
ん
∴
∴
∴
∴
－
ザ
f
え
ー
う
∴
∴
▲
芦

し
、
残
念
な
が
ら
平
等
に
与
え
ら
れ
て

い
る
は
ず
の
「
し
あ
わ
せ
に
生
き
る
栖

し
　
く
　
　
　
㈲

利
」
が
、
い
ま
で
も
ふ
み
に
じ
ら
れ
て

い
ろ
現
実
が
見
ら
れ
る
の
で
す
。

海
沼
券
面
は
、
一
ゆ
る
す
こ
と
の
で
き

な
い
社
会
悪
」
な
の
で
す
が
、
そ
の
こ

と
を
知
識
と
し
て
理
解
す
る
だ
け
で
な

く
・
こ
の
問
題
の
聡
灘
が
民
主
主
義
を

実
現
す
る
適
す
じ
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
、
そ
の
筏
緋
を
剰
た
す
こ
と
の
で
き

る
人
間
に
寓
め
て
い
く
よ
う
、
心
が
け

ね
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
社
会
の
矛
盾
に
日

を
向
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
同
時

に
、
瑳
別
と
い
う
社
会
悪
を
ゆ
る
し
て

き
た
自
分
白
身
に
も
円
を
向
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て

い
ま
自
分
が
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
と
い
う
自
覚
が
始
ま
る
の
で
す
。

今
日
、
も
う
差
別
は
な
い
と
か
、
自

分
は
差
別
し
て
い
な
い
と
言
っ
て
、
現

実
を
さ
け
て
通
ろ
う
と
い
う
腰
塵
で
な

く
、
自
分
白
身
を
さ
び
し
く
見
つ
め
、

自
分
の
体
質
の
中
に
差
別
に
お
か
さ
れ

て
い
る
姿
を
発
見
で
き
る
人
こ
そ
、
人

間
と
し
て
の
価
値
が
前
い
と
肴
わ
れ
ろ

の
は
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
解
放

の
白
斑
が
集
ま
れ
る
か
ら
な
の
で
す
。

あ
る
研
修
会
で
、
ひ
と
り
の
購
入
の

か
た
が
、
こ
ん
な
発
雷
を
さ
れ
ま
し
た
。

「
い
ろ
い
ろ
む
ず
か
し
い
理
く
つ
よ
り

も
、
私
は
と
に
か
く
差
別
を
し
な
い
人

間
に
な
る
こ
と
、
差
別
を
に
く
み
、
差

別
に
立
ち
む
か
う
人
間
に
な
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
私
の
子
ど
も
に
も
、
そ

か
て
い
∴
’
了
で
’
い
く

の
よ
う
に
家
庭
で
教
育
し
て
い
く
つ
も

り
で
す
。
」
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
部
落
薫
別
を
な
く
す

た
め
に
、
私
た
ち
が
な
さ
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
、
ま
ず
、
自
分
白
身
を
ふ
り

返
っ
て
み
る
こ
と
、
そ
し
て
、
自
分
の

は
ん
と
弓
・
∴
す
か
と
∴
∴
ゝ

本
当
の
姿
を
問
い
つ
め
て
、
差
別
の
し

く
み
に
お
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
こ
と

は
な
い
か
き
た
し
か
め
、
登
別
を
な
く

す
た
め
に
、
自
分
の
考
え
方
や
立
場
を

は
っ
き
り
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
す
。
し

っ
か
り
し
た
正
し
い
儲
翁
を
も
っ
て
行

動
で
き
る
人
間
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

が
都
盗
差
別
を
な
く
す
取
り
組
み
に
な

り
そ
れ
が
英
の
民
主
主
強
を
実
現
し
て

い
く
力
に
な
る
の
で
す
。
　
　
（
克
己

者任責の海自もしたわ票の－
」
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高　　山　　瓦

▽　　▽▽▽　　◎▽
閉　　会請会　　田　会
∠ゝ

先　　費師場　　時費

（　一30日）（4月の行事）

瓦
　
　
　
用

瓦
は
西
洋
に
も
あ
る
が
、
中
国
系
建

築
に
用
い
ら
れ
る
軒
先
瓦
に
い
ろ
い
ろ

の
文
様
が
つ
く
の
か
特
色
と
い
わ
れ
て

いる。首
の
瓦
ぶ
さ
は
、
わ
ず
か
に
そ
っ
た

乎
瓦
の
継
目
に
、
半
円
筒
形
の
丸
瓦
を

伏
せ
た
本
瓦
ふ
き
で
、
中
国
で
始
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
瓦
ぶ
さ
は
、
古
い
社
寺
や
民
家
な

ど
に
も
残
っ
て
い
る
が
、
本
町
の
民
家

で
も
本
瓦
ふ
き
は
数
少
な
く
な
り
、
「

福
岡
の
民
家
」
と
い
う
本
に
書
か
れ
た

別
府
の
泉
原
家
も
近
年
改
修
さ
れ
、
豪

壮
は
本
瓦
ふ
き
屋
根
が
姿
を
消
し
た
の

は
残
念
で
あ
る
。

現
在
一
番
古
い
瓦
と
い
わ
れ
ろ
も
の

は
、
中
国
の
戦
国
時
代
の
斉
時
代
（
四

七
九
－
五
〇
二
）
　
の
も
の
が
あ
る
が
、

こ
の
時
代
の
も
の
は
半
瓦
当
と
よ
ば
れ

る
半
円
形
の
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
日
本
で
は
飛
局
時
代
は
既
に

軒
平
瓦
、
軒
丸
瓦
と
も
に
文
様
が
つ
け

ら
れ
て
い
ろ
。

丸
瓦
は
、
最
初
は
単
弁
の
蓮
花
文
で

あ
り
、
そ
の
後
、
複
弁
麺
花
文
に
な
り

鎌
倉
時
代
以
後
は
殆
ん
ど
今
日
で
も
み

ろ
巴
文
と
な
る
。
今
で
も
軒
丸
瓦
を
巴

瓦
と
い
う
の
は
、
こ
れ
に
よ
っ
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
新
平
瓦
は
ほ
と
ん
ど

が
唐
草
文
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
唐
葺

（
瓦
）
と
い
う
。

鬼
　
　
瓦

屋
根
の
大
棟
の
両
端
に
は
、
鴎
の
尾

を
か
た
ど
っ
た
睦
尾
（
沓
形
）
が
の
ろ
。

こ
れ
は
防
火
の
ま
じ
な
い
と
い
わ
れ
、

中
国
で
は
六
朝
時
代
建
築
に
現
わ
れ

る
。
我
国
で
は
、
東
大
寺
の
大
陳
に
あ

る
の
か
有
名
で
あ
る
。

鬼
瓦
は
、
こ
の
避
尾
に
か
ね
る
も
の

で
奈
良
時
代
初
期
か
ら
あ
り
、
鴇
よ
り

多
く
用
い
ら
れ
一
般
化
し
た
。

賊
邸
で
は
、
名
古
屋
城
に
み
ろ
よ
う

な
魚
形
の
勉
を
用
い
た
。

鬼
瓦
も
最
近
の
新
建
築
で
は
、
従
来

の
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
軽
く
小
さ
い
も

の
と
な
っ
た
。

瓦
　
窯
　
址

本
町
内
で
の
瓦
窯
址
は
、
現
在
ま
で

に
確
認
で
き
る
も
の
は
、
尾
崎
常
山
池

に
あ
る
。

今
で
は
、
道
路
や
工
場
の
た
め
、
調

査
も
出
来
な
い
が
、
こ
の
燕
址
か
ら
出

土
の
瓦
片
と
、
芦
屋
大
域
に
あ
る
浜
口

廃
寺
（
月
軒
廃
寺
と
も
い
う
）
か
ら
出

土
の
多
く
の
瓦
片
は
、
全
く
相
似
し
て

お
り
、
ま
た
、
麗
腫
的
に
も
近
い
と
こ

ろ
か
ら
、
こ
の
廃
寺
の
瓦
は
高
山
瓦
燕

の
製
造
に
な
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
浜
口
廃
寺
の
瓦
と
、

八
幡
西
区
永
犬
丸
の
香
ノ
子
遺
跡
や
、

北
浦
廃
寺
の
出
土
瓦
も
相
似
し
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
が
全
部
高
山
瓦
悪
製
と
考

え
ろ
こ
と
は
無
理
が
あ
る
。

浜
口
廃
寺
の
瓦
は
、
八
世
紀
の
も
の

が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
、
高
山
瓦
燕
も

そ
の
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
富
野
千
年
）
＝
つ
づ
く
＝

郷
土
文
化
研
究
会
か
ら
の
お
誘
い

郷
土
文
化
研
究
会
で
は
、
4
月
に
次
の
見
学
と
識
演
会
を
催
し
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

見
　
学

－
古
代
湯
川
山
現
地
見
学
－

⑥
日
　
時

▽
集
合
場
所

競
　
演

◎
日
　
時

▽
会
　
場

▽
講
　
師

4
月
2
日
（
土
）

m
時
～
1
6
時
約
分

岡
垣
町
内
浦
成
田
不

動
寺

4
月
3
日
（
日
）

1
2
時
～
1
6
時
3
0
分

岡
垣
町
中
央
公
民
館

九
大
文
学
部
助
教
授

西
谷
正
氏
ほ
か
二
名

無
料

4
月
1
6
日
（
土
）

1
3
時
0
0
分
～
1
5
時

遠
賀
町
中
央
公
民
館

能
美
安
男
氏

無
料

出
生
洋
　
右
野
千
年

詣

（

2

9

3

）

0

4

2

5

間月し
．
し美河口
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最近、難病といわれる病因も、治療法もわから

ない、あるいは治繊こ多額の費用や長い時間を必

要とする痛気で困っていろ人が多くなってきまし

†こ。

探憩、福祉何によらず、お困りのことがありま

したらご相談ください。わからないことは調べた

上でお答えいたします。また適当な稔関をご紹介

いたします。

＞相談日　毎週月曜日・木間El

＞時　間10時－14時30分

＞相談室∴桶同県難病迎相談垂　範092（751）2109

▽

時

間

Oi議韻経線撥離

新町（暖波1762喬地の13）

山北　哲也　く　ん

（議子さんの次男）
胴和57年3月25日Il

よく女の子に間違えられる

哲也君ですが、悲蛾が大好き
です。お兄ちゃんが歌うと踊

り出します。ただいまアンヨ

の特訓中。5歩、歩けろよう
になりまし†こ。

松の本（暖波301番地の8）

時津　美紀ちゃん

（糞藷さんの触）
旧知57年6月11日生

私、男の子にも負けないく

らい元気でい，こずら好きな女
の子です。お姉ちゃんだって

泣かせるの。でも、本当はと
ても甘えん坊さんなんです。

皆んな…お友達になってね。

個
憫
鰹
衝
圃
盤
の
無
暗
謬

㊥
◎
㊦
㊥
㊥
㊥
㊥
㊥
㊨

語
　
予
防
接
種
の
申
込
み
方
法
　
詳

各
予
防
嬢
程
の
一
週
間
前
か
ら
前
日
ま
で
に
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
保

健
衛
生
係
に
申
込
み
を
し
て
問
診
票
と
注
愚
書
を
受
領
し
て
く
だ
さ
い
。

問
診
県
と
注
意
書
を
受
領
さ
れ
な
い
と
予
防
接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

三
　
種
　
混
　
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
盲
目
せ
き
、
破
傷
風
）

▽
接
穂
口
　
4
月
5
日
へ
火
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児

遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

関
係
（
し
尿
・
ゴ
ミ
収
集
許
可
葉
者
）

（
有
）
遠
賀
ダ
ス
ト
セ
ン
タ
ー

▽
職
∴
恐

▽
募
集
人
員

▽
資
　
格

▽
勤
務
時
間

▽
そ
の
他

軍
二
回
、

男
子
ご
み
収
集
車
乗
務
員

二
名

1
8
城
～
5
0
韻
ま
で

8
時
－
1
7
時

社
保
、
定
期
昇
給
、
賞
与

退
職
金
、
生
命
線
険
、
日

5
月
1
2
日
（
木
）

6
月
9
日
（
木
）

6
月
0
0
日
（
木
）

▽
接
種
方
法

。
第
一
期
　
四
回
の
内
い
ず
れ
か

三
回
接
種

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時
　
　
　
〇
第
二
期
　
四
回
の
内
い
ず
れ
か

接
穂
　
1
3
時
0
0
分
～

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館

▽
対
象
者

。
第
一
期
　
生
後
狐
～
4
8
カ
月
児

。
第
二
朗
∴
第
一
期
終
了
後
、
1
2

－
1
8
カ
月
経
過
の
幼

一
回
撰
種

▽
持
参
品
　
問
診
票
、
母
子
手
帳

∇
そ
の
他
　
生
後
4
8
カ
月
を
過
ぎ
た
幼

児
は
、
二
租
混
合
（
ジ
フ

テ
リ
ア
、
破
傷
風
）
　
で
実

施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と
B
c
G

▽
接
種
日
　
ツ
反
　
4
月
6
日
（
水
）

∇
場
　
所

▽
対
象
者

B
C
G
4
月
8
日
（
金
）

受
付
　
1
3
時
1
0
分
－
1
4
時

接
穂
　
1
3
時
約
分
－
　
　
　
▽
接
謡
方
法

中
央
公
民
館

一
度
も
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反

応
検
査
と
B
C
c
を
受
け

て
い
な
い
生
後
3
カ
月
－

4
8
カ
月
児

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
接
種
後

4
8
時
間
お
い
て
判
定
、
陰

性
者
の
み
B
C
G
接
柾

祭
日
休
日
、
年
次
休
暇
、
マ
イ
ク
ロ

送
迎

∇
顧
歴
譜
受
付
　
3
月
3
1
日
ま
で

面
接
　
4
月
2
日
1
3
時

詳
細
は
、
（
有
）
遠
賀
ダ
ス
ト
セ
ン

タ
ー
　
岡
垣
町
野
同
　
館
（
2
8
2
）

0
1
1
8
へ
ど
う
ぞ
。

岡
埴
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

∇
職
種
と
弾
薬
人
見

男
子
作
業
員
二
名

女
子
集
金
人
一
名

▽
資
∴
格
　
男
子
2
8
歳
～
仰
強
ま
で

女
子
4
5
轟
ま
で

∇
勤
務
時
間
　
8
時
－
1
7
時

▽
給
　
料
∴
男
子
十
五
万
円
以
上

女
子
十
万
円

▽
そ
の
他
　
賞
与
牢
二
回
、
各
保
険
有

昇
給
年
一
回
　
面
接
毎
週
土
同
日
2

時
～
4
時
。
履
歴
書
持
参
の
上
面
談

詳
細
は
、
岡
壇
ク
リ
ン
セ
ン
タ
ー

㊨
（
2
8
2
）
5
5
3
0
へ
ど
う
ぞ
。

デ健保界世日7



第311号（9）公㊧西の彿

董萱の‘ 
明日は今日より健康に、 

健康は世界の願い 

▽　▽　▽　　∇　◎

持対現　　時期
参象
品者　所　　間　目

す　印　妊　役　く　9　4
る　鑑琵墳十だ時月
人（婦保　さ　30　5
の　母　　使　い　分　白
み　子　　窒　○　ま　（
）手　　　　　で　火

帳　　　　　iC　）
を　　　　　　お
受　　　　　　い
領　　　　　　で

6度）腿 

河川美化月間 
ら ��� 

～蒼岳霜害喪霊箋㌫ （一一●高 

9 �、ヾ 　：∴・一一 � 

きれいな川は 

人も魚も　うるおします 

10

歳

児

検

診

▽
内
　
蓉
∴
産
前
、
産
後
の
す
こ
し
万

妊
婦
体
操

母
子
手
熊
交
付

▽
料
　
金
　
紙
料

4
月
1
日
　
（
金
）

受
付
　
1
3
～
1
4
時

検
診
　
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

中
央
公
民
飽

満
3
歳
を
越
え
、
潤
4
歳

に
達
し
な
い
幼
児

母
子
手
帳

無
料

⑨
期
　
日

▽
時
　
間

∇
甥
　
所

▽
対
象
者

▽
持
参
品

▽
内
　
容

∇
料
　
金

4
月
1
2
日
（
火
）

9
時
0
0
時
か
ら
同
時
0
0
分

の
山
間
に
お
い
で
く
だ
さ
い

役
場
保
健
室

生
後
7
－
1
2
カ
月
児

母
子
手
帳

体
重
、
身
長
等
の
測
定

離
乳
食
等
の
相
談

無
料

言
　
語
閤
嗣
閉
園

▽
日
時
と
場
所

4
月
4
日
。
1
0
時
∵
（
1
0
時
2
0
分

（
月
）
　
　
島
津
公
民
館

0
1
0
時
0
0
分
－
1
0
時
5
0
分

道
営
公
民
館

o
日
時
－
日
時
4
0
分

岩
松
公
民
館

。
1
3
時
5
0
分
～
1
4
時
2
5
分

別
府
公
民
館

0
1
4
時
4
5
分
－
1
5
時
1
0
分

士
別
府
公
民
館

4
月
5
日
o
l
O
時
－
1
0
時
4
5
分

（
火
）
　
　
鬼
津
公
民
館

。
n
時
5
分
～
日
時
4
0
分

尾
崎
公
民
館

。
1
3
時
0
0
分
～
1
5
時

広
波
公
民
館

4
月
6
日
。
同
時
－
1
0
時
3
5
分

（
水
）
　
　
虫
生
津
公
民
館

。
1
0
時
5
5
分
－
日
時
2
0
分

東
町
公
民
館

4
月
7
日

（木）
4
月
9
日

（土）
4
月
2
5
日

（月）

▽
料
　
金

▽
そ
の
他

。
日
時
3
5
分
－
日
時
5
0
分

芙
蓉
集
会
場

。
1
3
時
5
0
分
－
1
4
時
2
5
分

水
音
公
民
館

c
1
4
時
4
5
分
～
1
5
時

手
代
丸
公
民
館

。
9
時
0
0
分
－
1
0
時

老
艮
公
民
館

。
1
0
時
釦
分
～
1
2
時

浅
木
公
民
館

0
1
3
時
0
0
分
－
1
5
時

公
民
館
別
館

。
1
0
時
－
日
時
柳
分

松
の
木
公
民
館

。
1
0
時
－
∴
日
時
5
0
分

役
場
章
節
前

一
頭
に
つ
き
三
千
二
百
六

十
円

不
用
犬
の
引
取
り
は
、
ど

の
注
射
場
所
で
も
行
い
ま

す。

犬
は
、
法
律
に
よ
り
番
と
秋
に
「
狂

犬
病
予
防
注
射
」
を
受
け
る
こ
と
が
強

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
狂
犬
病
に
か

か
っ
た
人
間
、
犬
は
現
代
医
学
で
も
全

く
冶
韻
の
方
法
が
な
く
、
患
者
は
死
を

待
つ
だ
け
の
、
た
い
へ
ん
恐
ろ
し
い
病

気
で
す
。
愛
犬
に
は
必
ず
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

）日61へ
（間過大婦日



第311号　　　　　　　　　　　　　ae鍔の釘　（10）

町 �も �鹿 児 �魔 児 �大 

内 �え な �さ 事 築 �き 本 復 �型 家 

全日 　コ ��あ ら 高 僧 �か ら 北 便i �庭 ゴ 

鶴 4 月 �ミ �地 区 4 �地 区 �く べチ ッレ トビ 

プ空 ラカ スン ��4 

13 日 �チ、 ツ空 クビ �月 27 �月 13 �机冷 、蔵 

及 び �製／ 品、 、ガ �日 �日 �い庫 す、 、家 白兵 

ゴ　ラ �水 �水 

4 月 �毒引 当 陶 器 ���転、 再建 等具 

27 日 ����ふ 

類 ���と 
ん 

4月のし尿くみ取り予定表
くみ 取り日 �大型車くみ取り地区　i　小型車くみ取り地区 

1（金） �西町、木守、浅木の一部 �虫生津、上別府（花園）、 若松、尾崎 

2（土⊃ �東町 �広漠 

4（月） �虫生津（新屋敷を含む）、東 町の一部 � 

5（火） �月2回くみ取り家庭 �月2回くみ取り家庭 

6（水） � �別府、木守、老良 

12（火） �i日伊（面爾‾「元高÷ 若松、尾崎の一都 � 

13（水） �‾同宿て両手亭霜蔀面÷兎諒－ � 

14（木） �遠賀IiI �鬼津 

15（金） �遠賀川、新町 � 

16（D �新町 � 

l18（月） �新町 �千代丸、鬼津（小鳥掛）、別府 

打て元「 �新町、広波、（中卒田）、別府 � 

20（水） �月2回くみ取り家庭 �月2回くみ取り家庭 

21（木） �「薪面て三二二‾両面す二面テ÷ 別府 � 

22（金） �上別府、出生津、添木、鬼津、 � 

鋪（土⊃ �尾崎、今古賀、別府の一部「 � 

25（月） �別府 �鬼津、若松、松の木、通宮 

泌（火） � �老良 

27（水） �若葉台、堂塔寺、上別府、道管、 �浅木、鬼洋（小鳥掛）、尾崎 
（蟹喰） 

28（木） �浅木　　　　　　　i今古賀、島津 

18日　　発　明　の　日　　科　学　技　術　週　間　（　一24日）

一
関
言
．
∴
完

「
春
か
ぜ
夏
か
ぜ
は
バ
カ
が
ひ
く
」

と
い
う
こ
と
が
よ
く
い
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
暖
か
い
時
期
に
か
ぜ
を
ひ

い
た
人
を
か
ら
か
っ
て
い
う
言
葉
で

す。
と
こ
ろ
が
、
ド
ッ
コ
ィ
、
私
た
ち

ほ
ぞ
の
春
に
、
意
外
に
か
ぜ
を
ひ
さ

や
す
い
の
で
す
。
そ
の
理
由
は
、
4

月
の
気
象
と
大
い
に
関
係
が
あ
り
ま

す。
こ
の
時
期
は
、
低
気
圧
が
数
多
く

通
過
し
、
気
温
の
変
化
が
は
げ
し
く

な
り
ま
す
。
暖
か
い
と
思
っ
て
い
た

ら
急
に
寒
く
な
り
、
薄
着
を
し
て
い

ろ
た
め
に
、
つ
い
か
ぜ
を
ひ
い
て
し

ま
う
わ
け
で
す
。

ま
た
、
こ
の
時
期
は
風
が
強
く
吹

く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
砂
ほ
こ
り
が

立
ち
、
空
気
も
乾
燥
し
て
い
ま
す
か

ら
つ
い
ノ
ド
を
痛
め
、
か
ぜ
を
ひ
さ

や
す
く
な
り
ま
す
。

春
の
か
ぜ
は
、
シ
ャ
ク
な
こ
と
に

な
か
な
か
治
り
に
く
い
も
の
で
す
。

冬
の
か
ぜ
と
違
っ
て
、
春
か
ぜ
は
一

般
的
に
症
状
が
軽
く
、
少
し
よ
く
は

り
か
け
る
と
す
ぐ
外
出
し
た
り
、
勤

め
に
出
た
り
し
ま
す
。
そ
れ
が
、
せ

っ
か
く
治
り
か
け
た
か
ぜ
が
ぶ
り
返

し
、
長
び
か
せ
る
原
因
に
な
っ
て
い

ます。春
か
ぜ
を
予
防
す
る
に
は
、
お
っ

く
う
が
ら
ず
、
せ
っ
せ
と
う
が
い
を

し
て
く
だ
さ
い
。
外
出
か
ら
帰
っ
た

と
き
、
と
く
に
ご
み
の
中
か
ら
帰
っ

た
と
き
は
、
か
な
ら
ず
う
が
い
を
す

る
習
慣
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ

だ
け
で
、
相
当
の
予
防
効
果
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
C
を
十
分
に
補

給
し
て
お
く
と
、
か
ぜ
の
予
防
に
大

い
に
役
立
ち
ま
す
。

こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ラ
イ
ナ
ー

・
ス
ポ
ー
リ
ン
グ
医
師
の
説
で
す
が

ビ
タ
ミ
ン
C
が
不
足
す
る
と
肌
が
荒

れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

そ
の
荒
れ
た
肌
か
ら
ビ
ー
ル
ス
な

ど
の
病
涼
体
が
侵
入
し
か
ぜ
を
ひ
く

わ
け
で
す
。

新
鮮
な
果
物
を
毎
日
食
べ
る
よ
う

習
慣
づ
け
て
く
だ
さ
い
。
（
最
終
回
）

無
縁
墳
墓
の
改
葬

◎
所
在
地
　
愛
知
県
春
日
井
市
鳥
居
松

町
I
T
日
蝕
の
1
　
上
条
新
町
経
基

▽
居
出
先
　
上
条
新
田
共
有
地
管
理
役

員
会
　
館
0
5
6
8
（
8
3
）
1
7

▽
届
出
期
限
　
昭
和
5
0
年
4
月
5
0
日

◎
所
在
地
　
徳
島
県
徳
島
市
一
宮
町
西

丁
綱
の
2

∇
届
出
先
　
徳
島
市
役
所
耕
地
課
　
㊨

0

8

8

6

（

2

2

）

　

1

1

7

1

▽
届
出
期
限
　
昭
和
5
0
年
5
月
2
3
日

4
月
の
ゴ
ミ
収
集
予
定
表



（11）書庫鍔の釘　　　　　　　　　　　　　第311号

健霞氷りり食生活最終回
一審ゴ〃裏書夢●〇〇日●連隊曽三雲三二㌢

手づくり料理を見直そう

わたしたちの食生活くら　食料不足の時代か

ら満ち足りた時代へと変化してきよしだ。食

料品店の店頭には、さまざまな食品が並べら

れ、好きなものを遊んで食べられるようにな

っています。

特に最近では、インスタント食品、半調理

済食品、レトルト食品（加熱調理済食品）、冷

凍食品などの加工食品がたくさん出回るよう

になりよしI∴

このよう（：豊富な食品に囲まれて、わたし

たちの食生活の方も豊かになってきたかとい

うと、首をかしげざるを得ません。

近ごろの家庭料理は「カーチャンハヤスメ」

と言われています。これは家庭で菖捗れる料

理名の最初の文字をつづっだ言葉です。
「カ」はカレーライス、「チャン」はチャー

ハン、「ハ」はハンバーグ、「ヤ」は窺さぞくま、

「ス」はスパゲティ、「メ」は自主性き－。

手数のかかる料理が敬遠され、簡単に作って

食べられる加工食品の普及が、この言葉に表

れています。

味の伝承は、家庭料理で行われてきまLI∴

いわゆる「おふくろの味」が、親から子へと

伝えられる各家庭の“持ち味．だったのです。

食品の持ち味を生かし、捨てる部分がほとん

どないはど材料を効率よく使っているのか、
「おふくろの味」といbれでいろ料理です。

「カーチャンハヤスメ」から「おふくろの

味」へ－もう一度、手づくり料理のよさを

見直してみてはいかがですがり

間　　（　－26日）

子
宮
体
ガ
ン
の
話
㈲

折
尾
　
田
中
産
婦
人
科
　
田
中
　
壮
介

子
宮
体
ガ
ン
は
子
宮
の
休
部
（
輿
の

方
の
謡
分
）
　
の
内
膜
に
発
生
す
る
「
ガ

ン
」
で
す
。
体
ガ
ン
は
頚
ガ
ン
と
違
っ

て
、
子
宮
の
入
口
を
見
て
も
「
ガ
ン
」

が
あ
る
か
な
い
か
は
分
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
が
頚
ガ
ン
と
の
一
番
大
き
な
違
い
な

の
で
す
。
一
般
に
子
宮
ガ
ン
と
い
え
ば

頚
ガ
ン
を
さ
し
、
体
ガ
ン
は
特
別
に
扱

う
も
の
な
の
で
す
。
そ
の
理
由
を
こ
れ

か
ら
説
明
い
た
し
ま
す
。

覚
生
の
田
合

体
ガ
ン
は
日
本
人
に
は
少
な
く
て
白

人
に
閲
分
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
日
本
で

は
体
ガ
ン
は
子
宮
ガ
ン
の
全
体
の
五
％

㌦
〈
三
一
、
∵

～
十
％
ぐ
ら
い
し
か
な
い
の
で
す
か
、

外
国
で
は
十
五
％
～
三
十
％
に
及
ん
で

い
ま
す
。
ユ
ダ
ヤ
系
の
婦
人
で
は
体
ガ

ン
の
方
が
多
い
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に

人
種
的
な
体
質
・
生
活
習
慣
の
違
い
が

発
ガ
ン
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
全
く
同
様
の
諺
実
が
乳
ガ

ン
に
も
見
ら
れ
ま
す
の
は
学
問
的
に
興

味
の
深
い
こ
と
で
す
。

そ
の
年
齢

頚
ガ
ン
は
、
成
熟
期
の
婦
人
（
毎
月

月
経
を
み
て
い
る
婦
人
）
　
に
多
く
、
体

ガ
ン
は
閉
経
期
（
月
経
の
な
く
な
っ
て

い
る
婦
人
）
に
多
い
の
で
す
。
平
均
年

齢
を
比
べ
る
と
、
頸
ガ
ン
は
約
五
十
線

体
ガ
ン
は
五
十
五
歳
で
す
。

月
鮭
と
の
関
係

体
ガ
ン
の
大
の
月
経
歴
を
み
る
と
、

初
潮
年
齢
に
は
差
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

閉
経
年
齢
が
頸
ガ
ン
患
者
に
比
べ
て
約

一
年
お
そ
く
な
っ
て
い
ま
す
。
体
ガ
ン

の
場
合
、
閉
経
後
ま
も
な
く
発
生
す
る

と
、
そ
れ
が
体
ガ
ン
の
た
め
の
出
血
で

あ
る
の
を
月
経
と
思
い
違
い
し
て
い
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
。

閉
経
期
の
不
正
子
宮
出
血
が
あ
る
時

は
、
体
ガ
ン
の
検
査
が
必
要
な
の
で
す

妊
振
分
娩
と
体
ガ
ン

体
ガ
ン
の
損
者
に
は
、
不
妊
の
人
が

多
い
の
か
注
目
を
ひ
き
ま
す
。
末
産
婦

が
約
三
十
％
く
ら
い
と
い
わ
れ
、
頸
ガ

ン
の
四
倍
以
上
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
未
婚
の
女
性
に
も
発
生
し
ま
す
。

経
産
婦
で
あ
っ
て
も
、
最
終
分
娩
よ
り

少
な
く
と
も
八
年
以
上
の
不
妊
期
間
が

あ
る
の
か
普
通
で
す
。
こ
れ
に
反
し
て

頸
ガ
ン
は
、
妊
娠
に
合
併
す
る
の
も
稀

で
な
く
分
娩
回
数
も
体
ガ
ン
の
患
者
の

一
一
倍
以
上
で
す
。

遺
伝
関
係

体
ガ
ン
に
限
ら
ず
ガ
ン
の
遭
伝
に
つ

い
て
は
今
日
ま
で
明
ら
か
で
は
な
い
の

で
す
が
、
体
ガ
ン
で
は
遺
伝
の
素
因
が

践
い
謡
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
体
ガ

ン
の
発
生
し
や
す
い
体
質
が
遁
伝
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

翻
圏
閣
圏
聞
園
V

河
中
　
輔
害
選

手
も
孫
も
帰
り
行
き
た
る
こ
の
夕
べ
常

な
る
家
内
が
広
さ
心
地
す広

田
ま
つ
よ

恋
猶
の
夜
毎
哺
き
い
ろ
こ
の
日
頃
吹
き

来
る
風
も
春
の
漂
う

井
口
　
絹
子

大
霜
の
田
圃
に
芹
を
見
つ
け
い
て
暖
か

さ
午
後
を
た
の
し
み
て
待
つ

吉
住
の
り
よ

留
守
番
は
吾
に
ふ
さ
わ
し
寛
ぎ
て
日
向

の
綾
に
古
袷
解
く

高
崎
　
咲
江

石
蕗
の
花
移
ろ
い
て
は
は
け
た
つ
熊
毛

が
散
り
ぬ
風
の
ま
に
ま
に

一
団
　
房
子

遣使郵自20



第311号　　　　　　　　　　　　　　鉱⑭筒の紺（12）

4月上期の遠賀町主要行事

日 �曜 �行　　貌　　内　　容 �時　間i実施会場 ��担当課名 �書　目的及び主軸象等i詳細 

＼29 （ ＼4 �引三離合予醒腎込受付 �� �役場保健衛 生係窓口 �住　民　課 �印鑑持参のこと �8ページ 

親 ��検査申込受付 �l �役場保健衛 生係窓口 �住民課匡持参のこと ��8ページ 

l �金 � � �中央公民館 �住　民　課 � �9ページ 

4 �I i 月匡犬病予防注射 i ��臨≡網 目目黒：「： �島津公民館 馨離籍 別府公民館 �住　民　課 �I飼犬は必ず韻と軸を受 けましょう。 �9ページ 

l　町内各小中 ��� 

5　火 ��妊∴∴鮒　　相　　談 �9：30 �役場保健重圧民課匡手帳交付妊翻 ���9ページ 
鬼津公民館 尾崎公民館 広漠公民館 � �けましょう。 不要犬引取ります。 �9ページ i 

i三種混合予防接種 ��� �中央公民館 �住民課匡後24－48カ月児 ��8ページ 

6 �水 �� �虫生津公民館 東町公民館 芙蓉集合揚 木守公民館 千代丸公民館 �住　民　課 �富F 

13‥10－14車央公蛾 ��岱良計生後3－48カ月児　章一ジ 

1 7】木 �� � ���） �9ページ 

10‥00一　再離学校 ��学　務∴藻 �入学予定者 � 

10：00－ �浅木小学校 体育館 �学　務∴諌 �入学予定者 � 

10：00－ �広漠小学校 体育館 �学∴務i謀 �大器定義2名女3。名，l 

8 �金 【 � �10：00－ 1 �遠賀中学校 体育館 �学　務∴謀 �入学予定者 � 

B　C　G　予　防　接頚 �13：10－14車央公蛾 �� �ツベルクリン判定の陰性者 のみ接頭 �8・ヾ一子 

9 �土 � � � �掴課車犬引取。ます。十ジ 

10 �日 �楯岡県知事・福岡県蹟会 繊員一般遭蛍投票日 �7肌18両鵜載 �� ��i 

11 �月 � � �公民館別館 �福　祉　課 �相談内容は⑭で料金無料で � 

12 �火 � � �役場保健室 � �生後7－12棚∴幸一ジ 

14 �木 �定例民生委　員　会 �9：30－ �役域 �福祉課i各氏鯛　） 


